
      

５
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
伝
え
る

夏
の
風
物
詩
、「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
が
、今

年
も
天
王
川
公
園
を
中
心
に
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。 

こ
の
祭
は
、昭
和
５５
年
に
車
楽
舟
行
事
が

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
、昭
和
５９
年

に
車
楽
が
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、大
阪
天
満
宮
の
天
神
祭
、広
島
の
厳
島
神

社
の
管
弦
祭
と
並
び
日
本
の
三
大
川
祭
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、平
成
２６
年
３
月
に
は
、尾
張
津
島
天

王
祭
の
車
楽
舟
行
事
を
は
じ
め
国
の
重
要
無

形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
１８
府
県
の「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
」３２
件（
※
）に
つ
い
て
、文
化
庁
が

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）無
形

文
化
遺
産
の
候
補
と
し
て
、一
括
提
案
し
ま

し
た
。 

日
本
を
代
表
す
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
ひ
と
つ
で
あ
る
豪
華
絢
爛
な
時
代
絵
巻「
尾

張
津
島
天
王
祭
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
※
平
成
２７
年
３
月
に
１
件
追
加
さ
れ
、３３
件
と
な
っ
て
い

ま
す
） 

 天
王
祭
の
起
源 

天
王
祭
の
起
源
は
、室
町
時
代
末
期
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、ほ
か
の
説
も
様
々

あ
り
ま
す
。 

共
通
し
て
い
る
の
は
、夏
の
酷
暑
を
無
事

に
過
ご
そ
う
と
祈
念
す
る
私
た
ち
の
祖
先
が
、

疫
病
除
け
を
神
に
祈
り
、神
を
迎
え
た
「
神
迎

え
」の
古
い
信
仰
か
ら
民
衆
の
ま
つ
り
と
な
っ

て
発
展
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
天
王
川
公
園
と
な
っ
て
い
る
あ
た

り
は
、む
か
し
、佐
屋
川
に
注
ぐ
天
王
川
が
流

れ
、室
町
時
代
か
ら
川
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
津
島
に
は
、津
島
５
カ
村
と
呼

ば
れ
る
５
つ
の
村（
今
市
場
、筏
場
、下
構
、堤

下
、米
之
座
）が
あ
り
、豊
か
な
経
済
力
を
基

盤
と
し
て
、開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

  ３
カ
月
に
わ
た
る
大
祭「
天
王
祭
」 

陰
暦
６
月
１４
日（
宵
祭
）、翌
１５
日（
朝
祭
）

を
中
心
と
し
て
３
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、昭
和
３８
年
か
ら
７
月
第
４

土
曜
日
、翌
日
曜
日
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

天
王
祭
は
、宵
祭
や
朝
祭
を
思
い
浮
か
べ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、天
王
祭
全
体
の

ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

天
王
祭
の
祭
事
は
、①
津
島
神
社
行
事
②

市
江
車
行
事
③
津
島
車
行
事
の
３
つ
の
祭
事

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

津
島
神
社
行
事
の
中
心
は
、神
葭
神
事
に

あ
り
ま
す
。
神
葭
放
流
神
事
、神
葭
祭
な
ど
一

連
の
神
事
は
、新
し
い
神
葭
を
迎
え
、１
年
間

本
殿
内
に
ま
つ
り
、神
葭
に
ひ
と
の
罪
や
穢

れ
を
託
し
流
す
神
事
で
す
。 

ま
た
、市
江
車
や
津
島
車
で
は
、宵
祭
や
朝

祭
に
向
け
て
斎
竹
立
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。 

宵
祭
の
前
夜
、津
島
車
で
は
、稚
児
打
廻
が

行
わ
れ
ま
す
。
肩
車
に
の
っ
た
稚
児
の
行
列
は
、

露
払
い
を
先
頭
に
車
屋
を
出
発
し
ま
す
。
５

人
の
稚
児
が
車
河
戸
で
船
上
奏
楽
の
後
、神

社
の
拝
殿
前
で
３
回
ず
つ
打
ち
廻
し
す
る
姿

は
、祭
の
無
事
を
祈
る
人
々
の
気
持
ち
が
表

れ
て
い
ま
す
。 

 

▲宵祭 

だ
ん  
じ
り 

し
も
が
ま
え 

み    

よ
し 

い
み  

だ
け  

た
て 

ち     

ご    

う
ち
ま
わ
し 

く
る
ま 

こ
う   

ど 

く
る
ま   

や 

け
が 
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華
麗
に
、そ
し
て
勇
壮
に 

　
　
　
　
尾
張
津
島
天
王
祭 

　
　
　
　
　
　
７
月
２５
日

、２６
日



夏
の
夜
を
彩
る
幻
想
的
な
宵
祭 

屋
形
に
点
火
さ
れ
た
提
灯
の
火
が
、池
の

水
に
映
っ
て
揺
ら
ぎ
、夏
風
が
川
面
を
撫
で
始

め
る
こ
ろ
、提
灯
の
幻
想
的
な
明
か
り
に
飾

ら
れ
た
旧
津
島
５
カ
村
の
５
艘
の
ま
き
わ
ら

舟
が
車
河
戸
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
姿
を
あ
ら
わ

し
ま
す
。
屋
台
の
上
に
半
球
、山
型
に
１
年
３

６
５
日
を
、中
央
高
く
に
あ
る
真
柱
に
１２
カ

月
を
、そ
し
て
舟
の
前
方
に
飾
ら
れ
た
三
段

で
半
円
形
の
１
カ
月
を
あ
ら
わ
す
提
灯
が
飾

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
舟
上
で
は
津
島
笛

が
奏
で
ら
れ
、川
面
に
映
る
ま
き
わ
ら
舟
は
、

私
た
ち
を
美
し
い
夢
の
世
界
に
導
き
い
れ
て

く
れ
ま
す
。 

約
１
時
間
を
要
し
て
御
旅
所
に
着
き
、津

島
神
社
か
ら
移
さ
れ
た
神
輿
に
参
拝
し
、宵

祭
は
大
づ
め
を
迎
え
ま
す
。 

若
人
の
雄
姿
と
優
雅
な
時
代
絵

巻
の
朝
祭 

宵
祭
の
余
韻
を
残
し
一
夜
が
明
け
る
と
、

朝
祭
が
始
ま
り
ま
す
。
市
江
車（
愛
西
市
）を

先
頭
に
、津
島
５
車
が
こ
れ
に
続
き
ま
す
。 

市
江
車
は
、屋
形
前
部
に
献
上
物（
紅
白
の

梅
花
、神
酒
、白
米
）を
据
え
、屋
形
の
周
囲
に

は
、絢
爛
た
る
小
袖
幕
を
張
り
、前
方
隅
に
紅

白
梅
、後
方
隅
に
は
松
を
飾
り
ま
す
。
市
江
車

が
朝
祭
に
常
に
先
頭
で
進
む
の
は
、む
か
し

疫
病
神
を
天
王
川
の
川
口
、市
江
村
ま
で
送

り
下
り
、盛
大
な
祭
礼
を
行
っ
た
名
残
で
あ
ろ

う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

津
島
５
車
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
布
幕
の
色
や

縫
い
、彫
刻
な
ど
を
異
に
し
て
美
し
さ
を
競
い

ま
す
。
置
物
人
形
を
乗
せ
た
車
楽
が
津
島
笛

を
奏
で
な
が
ら
、中
之
島
付
近
に
進
み
ま
す
。 

         

市
江
車
か
ら
１０
人
の
若
者
が
布
鉾
を
担
い

で
次
々
と
水
中
へ
飛
び
込
み
、御
旅
所
に
泳
ぎ

着
き
ま
す
。
そ
の
後
、神
輿
に
参
拝
し
神
社
へ

と
走
り
、拝
殿
前
に
布
鉾
を
奉
納
し
ま
す
。こ

の
際
に
は
、布
鉾
か
ら
し
た
た
る
水
を
患
部

に
つ
け
る
と
治
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る

の
で
、集
ま
っ
た
見
物
人
が
布
鉾
に
駆
け
寄
る

光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。 

各
車
の
稚
児
が
御
旅
所
前
で
上
陸
し
終
わ

る
と
、稚
児
が
神
社
本
殿
ま
で
帰
る
神
輿
と

と
も
に
練
り
歩
き
ま
す
。
そ
の
後
、津
島
神
社

で
稚
児
の
神
前
奏
楽
が
行
わ
れ
、朝
祭
の
幕

は
閉
じ
ま
す
。 

             
          

日
時
　
７
月
１１
日

・
１２
日

 

　
　
　
午
後
４
時
〜
８
時
３０
分 

場
所
　
津
島
神
社
境
内（
雨
天
　
参
集
所
） 

内
容
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
津
島
神
社
の

境
内
に
特
設
舞
台
を
組
み
、郷
土
芸
能
・
和

の
し
ら
べ・
ダ
ン
ス
な
ど
の
披
露
と
楽
市
楽

座（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）を
開
催
し
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料 

共
催
　
津
島
市
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
津
島
、

津
島
商
工
会
議
所
、津
島
神
社
、津
島
市
観

光
協
会
、西
尾
張
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、一
般
社
団
法

人
海
部
津
島
青
年
会
議
所 

後
援
　
市
教
育
委
員
会
、名
古
屋
鉄
道
株
式

会
社 

問
合
　
津
島
商
工
会
議
所
　
1
２８
ー

２
８
０
０ 

    

祭
の
開
催
に
伴
い
、会
場
周
辺
の
交
通
抑

制
を
行
い
ま
す
。 

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
る
時
間 

７
月
２５
日

　
午
後
６
時
〜
１０
時
３０
分 

車
両
通
行
抑
制
協
力
区
域
は
、天
王
川
公

園
を
中
心
に
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。ま
た
、津

島
高
等
学
校
で
の
打
ち
上
げ
花
火
実
施
に
伴

う
抑
制
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、詳
し
く
は「
尾

張
津
島
天
王
祭
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。 

居
住
等
証
明
書
に
つ
い
て 

帰
宅
等
が
ど
う
し
て
も
抑
制
時
間
に
か
か

る
場
合
に
は
、前
も
っ
て
左
記
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
証
明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

な
お
、届
け
出
に
は
住
所
、氏
名（
使
用
者
）、

登
録
番
号（
ナ
ン
バ
ー
）を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

閉
庁
時
に
つ
い
て
は
、市
役
所
の
宿
直
に
て

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

届
出
・
問
合
　
産
業
振
興
課
観
光
Ｇ（
市
役

所
２
階
）内
線
２
２
５
２
・
２
２
５
３ 

平
成
２７
年
度
の
祭
事
日
程 

日
程 

７
月
１２
日

  

７
月
２１
日

７
月
２２
日

 

７
月
２３
日

  

７
月
２４
日

 

７
月
２５
日

  

７
月
２６
日

   

７
月
２７
日

 

７
月
２８
日

 

８
月
３
日

 

８
月
４
日

 

１０
月
１０
日

  

斎
竹
立 

神
葭
苅
取
場
選
定
神
事 

一
夜
酒
醸
造 

神
葭
苅
神
事 

船
分 

神
葭
揃
神
事 

神
輿
飾
り 

稚
児
打
廻 

神
輿
渡
御
祭 

宵
祭 

大
御
饌
調
進
祭 

朝
祭 

神
輿
還
御
祭 

神
葭
放
流
神
事 

神
葭
着
岸
祭 

神
葭
祭 

　
〃 

神
葭
納
神
事 行

事
名 

▲朝祭 

▲布鉾を担いで水中へ飛び込む若人 

夏
　
六
百
年 

「
観
る
・
聞
く
・
踊
る
　
天
王
祭
」 

第
３
回
尾
張
津
島
天
王
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
 

「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
の
交
通
抑
制
 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

ち
ょ
う
ち
ん 

お    

た
び  

し
ょ 

お
お  

み    

け 

ち
ょ
う
し
ん 

さ
い 

け
ん  

ら
ん 

み    

こ
し 
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